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	老人ホームの料理を喫食して24人が発症。症状は下痢・嘔吐で,潜伏時間は不明。患者7人，従事者2人，スワブ1検体からノロウイルスGⅡを検出。
	飲食店の料理を喫食して6人が発症。症状は下痢・発熱・腹痛で,潜伏時間は53.7時間。患者3人の便からカンピロバクター　(LIO UT血清型)を検出。
	仕出し弁当を喫食して12人が発症。症状は下痢・嘔吐・発熱で,潜伏時間は15.5時間。患者2人の便からTDH産生性腸炎ビブリオO3：K6を検出。食品からTDH非産生性腸炎ビブリオを検出。

